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我が国は世界に類を見ない速さで超高齢社会を迎えて

おり, 介護における介護職者の重要性は高くなっている｡

介護職者が行うホームヘルプサービスは日常生活をサポー

トする生活援助と直接利用者の身体に触れる身体介護に

２分されており, 介護職者は, 利用者の生活の場で援助

を行い利用者の生きる意欲を引き出し, 個々の自立に向

けて多面的な生活支援を行っている｡

介護職者 (施設, 在宅を含む) において, 54�9％の人
が ｢働きがいがある仕事｣ として介護職を選択し, 55�7
％の人が ｢働き続けられる限り｣ と仕事の継続意志を持っ

ている１)｡

岸本２) は職業継続の意志に影響を与える要因として,

｢ 『自分が利用者の社会的側面を支えるケアをしている

と思っている』 こと 『利用者の自主性を尊重した援助を

実現, 達成している』 と自己評価していることが関連し

ており, 自分がどのようなケアを提供しているかという

評価を重視している｣ と述べている｡ 木林ら３) は職務

満足度に関する検討において, ｢利用者との日々の関わ

りから得られる満足感は, 介護の専門職としての原動力

になるものである｣ と述べており, 中谷ら４) は ｢多く

のホームホームヘルパーがサービスの質を図りたいと考

えている｣ こと ｢仕事意欲と職務満足度との間に正の相

関がある｣ ことを明らかにしている｡

このように, 職業継続の要因, 職務満足度, 仕事意欲

の関連因子などについて明らかにされ, 介護職者が継続

して働き続けるための素地と今後のホームヘルパー教育

の方向性について提言がされている｡ しかし, 介護職員・

訪問介護員の離職率 (17�8％) は他職種の離職率
(14�5％) に比べ, 高い状態が継続している１)｡

ホームヘルパーは日々の利用者との関わりの中で, 利

用者からの感謝の言葉や利用者の行動変容により, 達成

感, 満足感を得ることで自分の能力を評価していると考

えられる｡ しかし, ホームヘルパーは, 仕事に対する不

満の一つに社会的評価が低いことを挙げている１)｡ 私た

ちは社会生活を営む上で, 様々な他者と比較をする｡ 利
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要旨 介護職者は利用者の生活の場で利用者の生きる意欲を引き出し, 個々の自立に向けて多面的な生活支

援を行っている｡ しかし, 介護職員・訪問介護員の離職率は, 他職種の離職率に比べ高い状態が継続している｡

今回, ホームヘルパーの自己評価と仕事の意欲との関係を明らかすることを目的とし, ホームヘルパーを対象

に自記式質問用紙を用いて調査を実施した｡ 自己評価と仕事の意欲の各項目の関連を見た結果, 自己評価の基

本的態度の項目と仕事の意欲の向上志向の項目間において有意な関係を示した項目が比較的多く見られた｡ 特

に仕事の意欲を示す向上志向の項目の仕事の現状を変化させたいと自己評価の基本的な態度の項目に関連性を

示し, 意向を汲み取ることが出来るとする自己評価と仕事の意欲との関係性は認められなかった｡ これらの結

果をふまえ, コミュニケーション技術をスキルアップすることは仕事の意欲を強くする要因の一つであり, ま

た, 様々な利用者に対し援助過程を実践し経験値を増やすことが仕事の意欲に繋がっていると考えられた｡�����： ホームヘルパー, 自己評価, 仕事の意欲, コミュニケーション技術
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用者との関係に満足感を得られているとしても, 他職種

と比較し社会的評価が低いと思っていることは, ホーム

ヘルパーの自己評価に影響を及ぼしていると考えられる｡

さらに, 仕事の意欲にも影響していると考えられる｡ そ

こで, ホームヘルパーの仕事の継続要因に関わる ｢自己

評価｣ と ｢仕事の意欲｣ に注目し, ホームヘルパーの自

己評価と仕事の意欲の関係を明らかにすることを目的に

調査することにした｡

自己評価は, 利用者との関係性を振り返り, 利用者と

の関係性をよりよくするための指標となるものである｡

しかし, ホームヘルパー自身がホームヘルパーとしての

自身をどのように評価しているかということに関する研

究は少なく, さらにその自己評価が仕事への意欲にどの

ように関係するのかという研究は少ない｡�������������
長崎県Ｓ市内の５か所の介護事業所に勤務し, 在宅で

生活をしている介護認定要介護１から４の認知症のない

要介護者とその要介護者を介護している介護者の支援を

しているホームヘルパーを対象とし自記式質問用紙を配

布した｡ 介護支援事業所の所長を通して調査依頼文と共

に配布し, 回収は郵送法にて行った｡ 調査期間は平成24

年５月～平成24年９月までとした｡������
１) 属性

性別, 年代, 取得している資格の内容, 勤務年数,

勤務体系について調査をした｡

２) ホームヘルパーの自己評価

ホームヘルパーの自己評価尺度として, 須賀５)

の訪問介護利用者評価尺度を参考に８項目を作成し

た｡ ｢全然できない～よくできる｣ の５件法で回答

を求めた｡ 得点が高いほど利用者との関係において

自己評価が高いことを示す｡ 項目の１～５は利用者

の意向を汲み取る内容を示し, ６～８の項目は基本

的な態度の内容を示す｡

３) 仕事の意欲度

中谷４) の仕事意欲測定尺度を用い, 各項目, ｢全

く感じない～非常に感じる｣ の５件法で回答を求め

た｡ 得点が高いほど仕事に対する意欲が高いことを

示す｡ 15項目から成り, １～９の項目は現状を肯定

する感情を表す ｢現状肯定感｣, 10～15の項目は将

来への前向きな感情を表す ｢向上志向｣ と中谷は名

付けている｡�������
自己評価の内容と各質問項目についてχ2検定, ������
の直接確率検定を使用して独立性の検定をおこなった｡

解析には��������������������2010を使用し, 有意確
率を５％とした｡�������
本研究は, 長崎県立大学一般研究倫理委員会の承認を

得た｡ 研究参加者に, 研究目的, 方法等の概要と参加は

個人の自由意志に基づくこと, 一度承諾しても途中辞退

できる, 参加を拒否しても不利益をうけることはない,

プライバシーと匿名の厳守, 研究以外にはデータは使用

しない, 結果は公表することを文書で説明し, 調査票へ

の回答をもって同意とした｡����
ホームヘルパー90名 (非常勤も含む) に配布し50名か

ら回答を得た｡ その内47名 (有効回答率52�2％) を有効
回答とし分析対象とした｡������
ホームヘルパーの基本属性を表１に示す｡ 性別は女性

―��―
人数 (％) 人数 (％)

生別 男性 1 ( 2�0) ヘルパーの経験年数
女性 46 (97�8) １年未満 2 ( 4�3)

年齢 20歳代 1 ( 2�0) １～２年未満 5 (10�6)
30歳代 3 ( 6�0) ２～３年未満 6 (12�8)
40歳代 9 (19�1) ３～４年未満 3 ( 6�4)
50歳代 20 (42�6) ４～５年未満 3 ( 6�4)
60歳代 14 (29�8) ５年以上 28 (59�6)

ヘルパー資格 (複数回答) 就労状況 常勤 12 (25�5)
１級 1 非常勤 35 (74�4)
２級 34
介護福祉士 18
その他 2
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が46人, 年齢は50歳代が20人, 60歳代が14人であった｡

資格はホームヘルパー２級を取得している者が多く, 経

験年数は５年以上が28人で, 就労状況は非常勤が35人で

あった｡��������������
ホームヘルパーの自己評価の各項目の平均と標準偏差

を表２に示す｡ 本調査の質問項目における��������の
α係数は0�77であり, 信頼性は確保されている｡
｢利用者の考え方を大切にできる｣ ｢話を親身になって

聴くことができる｣ ｢喜びを一緒になって喜ぶことがで

きる｣ の項目の平均値が他の項目より高かった｡��������
ホームヘルパーが感じている仕事の意欲度の各項目の

平均と標準偏差を表３に示す｡ 本調査の質問項目におけ

る��������のα係数は現在肯定感0�87, 向上志向は0�85
であり, 信頼性は確保されている｡

現状肯定感の ｢毎日の仕事にやりがいを感じる｣, 向

上志向の ｢よりよい介護を追及したい｣ ｢さらに高度な

知識と技術を身に着けたい｣ ｢今の仕事は自己を成長さ

せるもの｣ の項目の平均値は, 他の項目より高かった｡�������������������������
ホームヘルパーの自己評価と仕事の意欲度の関係を表

４に示す｡ 自己評価の各項目 ｢全然できない｣ ｢しばし

ばできない｣ ｢時々できない｣ を選択した群を ｢出来な

い｣, ｢どちらかと言えばできる｣ ｢よくできる｣ を選択

した群を ｢出来る｣ の２群に分けた｡ 仕事の意欲度は,

各項目平均値より大きい群を ｢意欲が高い｣, 平均値よ

り低い群を ｢意欲が低い｣ の２群に分けた｡

｢適切な言葉使いができる｣ の項目において, 仕事に

意欲が高い群は意欲が低い群より出来ると自己評価して

いた人が有意 (�＜0�01) に多かった｡

―��―

項 目 平均 ��
意
向
を
汲
み
取
る

１ 利用者から頼まれたことは, 決めらたこと以外でも行う 2�55 0�90
２ 利用者が言い出せないでいるようなことにも気づくことができる 3�36 0�79
３ 利用者の考え方を大切にできる 4�04 0�62
４ 利用者の話を親身になって聴くことができる 4�19 0�58
５ 利用者の喜びを一緒に喜ぶことができる 4�11 0�52

基
本
的
な
態
度

６ 利用者から頼りにされている 3�79 0�81
７ 利用者の生活改善策を提案できる 3�47 0�91
８ 利用者に適切な言葉使いができる 3�89 0�79
全体平均 3�68 0�74

ｎ�47
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現状肯定感の項目 平均 �� 向上志向の項目 平均 ��
１ 毎日の仕事に対するやりがいを感じる 4�11 0�60 10 この仕事を続けたい 3�81 0�97
２ 技術は今の仕事をするにあたって不足していない 3�34 0�92 11 より良い介護を追及していきたい 4�26 0�67
３ 毎日の仕事に対する張り合いを感じる 3�96 0�72 12 さらに高度な知識と技術を身に着けたい 4�17 0�79
４ 今の仕事は満足のいくものである 3�72 0�65 13 仕事上かなり困難な問題があっても頑張ってやり遂げたい 4�02 0�74
５ 自分の担当する仕事に誇りを感じる 3�96 0�72 14 仕事に対して現状を変化させていきたい 3�79 0�81
６ 自分の能力を発揮できる仕事である 3�79 0�66 15 今の仕事は自己を成長させるものである 4�17 0�79
７ 今の仕事は性格に合っている 3�98 0�68
８ 興味の持てる仕事である 3�96 0�66
９ 今の仕事から充実感を得る 3�81 0�77

平均 3�85 0�71 平均 4�04 0�79
全体平均 3�92 0�74

ｎ�47
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ホームヘルパーの自己評価と基本属性 (年代・就労状

況・経験年数) の関係について分析を行ったが, いずれ

も関係性は認めなかった｡����������������������������� ホームヘルパーの自己評価の各項目を ｢出来ない｣

｢出来る｣ の２群に分けた｡ 仕事の意欲度は, 各項目の

平均値より高い群を ｢意欲が高い｣, 平均値より低い群

を ｢意欲が低い｣ の２群に分けた｡ 自己評価と意欲度の

各項目の関連性を見るために独立性の検定を行った｡ 有

意確率を表５に示す｡ 強調で示した項目は有意

(�＜0�05) に関連のある組み合わせである｡

―��―

仕事の意欲度

意欲が低い 意欲が高い 合計 ｐ

１ 利用者から頼まれたことは, 決められたこと以外でも行う
出来ない 23(60�5％) 15(39�5％) 38(100％)

1�00
出来る 6(66�7％) 3(33�3％) 9(100％)

２
利用者が言い出せないでいるようなことにも気づくことが
できる

出来ない 17(60�7％) 11(39�3％) 28(100％)
0�87

出来る 12(63�2％) 7(36�8％) 19(100％)

３ 利用者の考え方を大切にできる
出来ない 4(66�6％) 2(33�3％) 6(100％)

1�00
出来る 25(61�0％) 16(39�0％) 41(100％)

４ 利用者の話を親身になって聴くことができる
出来ない 3(75�0％) 1(25�0％) 4(100％)

1�00
出来る 26(60�1％) 17(39�5％) 43(100％)

５ 利用者の喜びを一緒に喜ぶことができる
出来ない 4(100�0％) 0(0�0％) 4(100％)

0�28
出来る 25(58�1％) 18(41�9％) 43(100％)

６ 利用者から頼りにされている
出来ない 10(83�3％) 2(16�7％) 12(100％)

0�10
出来る 19(54�3％) 16(45�7％) 35(100％)

７ 利用者の生活改善策を提案できる
出来ない 13(68�4％) 6(31�6％) 19(100％)

0�44
出来る 16(57�1％) 12(42�9％) 28(100％)

８ 利用者に適切な言葉使いができる
出来ない 12(92�3％) 1(7�7％) 13(100％)

0�01
出来る 17(50�0％) 17(50�0％) 34(100％)

ｎ�47 ������の直接確率検定
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現状肯定感 向上志向

仕事の意欲度

自己評価

１

や
り
が
い
を
感
じ
る

２

技
術
は
不
足
し
て
い
な
い

３

張
り
合
い
を
感
じ
る

４

仕
事
は
満
足
の
い
く

５

仕
事
に
誇
り
を
感
じ
る

６

能
力
を
発
揮
で
き
る

７

性
格
に
合
っ
て
い
る

８

興
味
の
持
て
る
仕
事

９

仕
事
か
ら
充
実
感
を
得
る

10

仕
事
を
続
け
た
い

11

良
い
介
護
を
追
及
し
た
い

12

知
識
と
技
術
を
身
に
着
け
た
い

13

頑
張
っ
て
や
り
遂
げ
た
い

14

仕
事
の
現
状
を
変
化
さ
た
い

15

仕
事
は
自
己
を
成
長
さ
せ
る

意
向
を
汲
み
取
る

１ 決められたこと以外でも行う 1�00 0�48 0�18 1�00 1�00 0�24 1�00 1�00 0�23 1�00 1�00 1�00 0�69 ���� 0�71
２ 言い出せないことに気づく 0�09 0�76 0�27 0�76 0�43 0�34 0�48 0�27 0�96 0�73 0�65 0�86 0�62 0�76 0�86
３ 考え方を大切にできる 1�00 1�00 1�00 0�16 1�00 0�65 1�00 1�00 0�36 0�64 0�38 0�38 1�00 0�16 1�00
４ 話を親身になって聴く 0�22 1�00 1�00 0�59 1�00 1�00 1�00 1�00 0�58 0�59 1�00 0�28 0�56 0�59 0�63
５ 一緒に喜ぶことができる 0�55 1�00 0�22 0�59 0�55 1�00 ���� 0�22 1�00 0�10 0�28 0�28 0�56 0�10 1�00

基
本
的
な
態
度

６ 頼りにされている 1�00 0�27 0�45 0�17 1�00 0�73 0�08 0�70 0�40 0�17 0�09 0�32 0�13 ���� 0�78
７ 生活改善策を提案できる 0�48 0�13 0�48 0�11 0�08 0�66 1�00 0�15 0�22 0�35 0�16 0�16 ���� ���� 0�45
８ 適切な言葉使いができる 0�14 ���� 0�14 1�00 0�71 0�42 0�46 1�00 0�07 0�07 0�09 ���� 0�07 ���� 0�09��47

フィッシャーの直接確率検定で求めた各項目の組み合わせに対する有意確率を表に表したものである｡ 有意 (��0�05) に関連がある
項目を強調 (太字, 斜体, 下線) で示す｡
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表５でホームヘルパーの自己評価と仕事の意欲の各項

目の関連を見た結果, 自己評価の基本的態度の内容を示

す項目と仕事の意欲の向上志向の内容を示す項目間にお

いて有意な関係を示した項目が比較的多く見られた｡ 特

に向上志向の内容を示す仕事の現状を変化させたいと自

己評価の基本的な態度の項目に関連性を示した｡

吉田６) はホームヘルパーの研修参加について, ｢いつ

も熱心な人達が参加を希望し, 医療, 看護の隣接領域の

重なる口腔ケアや利用者の生活を支えるための生活感覚

やコミュニケーションの在り方を希望する｣ と述べてい

る｡ このことは, 現状に満足するのではなく, スキルアッ

プしたいとの思い, つまり仕事への意欲が, 積極的な研

修などの参加行動に繋がっていると考えられる｡ このよ

うにして得た, 知識・技術が利用者の生活の質の向上に

繋がる支援となり, 利用者に頼りにされたという経験の

積み重ねが自己評価に繋がったと考えられる｡ つまり,

仕事の意欲があることが基本的態度に繋がったと考えら

れる｡

後藤７) は ｢生活全体にかかわるホームヘルプの役割

は, 利用者の意図と期待に沿った援助ができるかどうか,

利用者の生活を理解した支援ができるかどうかにかかっ

ている｣ と述べている｡ ホームヘルパーの役割は利用者

の生活を理解し, 利用者が何を望んでいるか, ホームヘ

ルパー自身が早く気づき支援を行うことである｡ そのた

め, ホームヘルパーに必要なことは利用者自身と利用者

の生活を理解するため, コミュニケーション技術を十分

に活用できる能力, 利用者のその時々の心身の状態をア

セスメントできる能力, そして, 状況に応じた援助を行

うことができる技術を持ち合わせることである｡

自己評価の項目中で, 適切な言葉遣いができると評価

したホームヘルパーは仕事の意欲が強いことが示めされ

た (表４)｡ このことは, 利用者の意図と期待に沿った

援助を実践するために必要な, 対象を理解するためにコ

ミュニケーション技術を活用していることを示している

と考えられる｡ また, ｢ヘルパーは利用者に寄り添い,

良い利き手となり, その心持ちを支えたいと考えており,

ヘルパーは心のケアを重視する傾向は強い｣ と堀田８)

は述べていことからも, ホームヘルパーがコミュニケー

ション技術を活用し利用者との関係性を深めていること

が伺われる｡ これらのことから, ホームヘルパーはコミュ

ニケーション技術を活用し, 利用者の支援を行っている

ことが分かる｡ つまり, コミュニケーション技術の習得

状況が仕事の意欲に関係すると考えられる｡ よって, コ

ミュニケーション技術のスキルを習得することが重要で

あり, さらにコミュニケーション技術をスキルアップす

ることは仕事の意欲を強くする要因の一つであると考え

られる｡��������������
本調査の結果, 意向を汲み取る内容の自己評価と仕事

の意欲との関係性は認められなかった｡

堀田８) はホームヘルパーがホームヘルパーの仕事を

みた結果を ｢自立支援を目的とし, まずは利用者との信

頼関係構築を図ったうえで, 変化していく利用者の状況

を察知し, その場に応じた個別性の高い介護を行ってい

る｣ ことを明らかにした｡ ホームヘルパーは利用者の話

を聴き, 相手を尊重し信頼関係を構築し, 多様な利用者

に単に生活援助, 身体介護を行うだけではなく, 利用者

の生活の質の維持・向上, 自立支援を目的に援助を行う

ことを認識し介護を行っている｡

つまり, ホームヘルパーにとって利用者の意向を汲み

取ることは, 生活の質の維持・向上, 自立支援を目的に

援助を行う過程にとって当然すべきこととの認識がある

のではないかと考えられる｡ よって, 仕事の意欲と関連

性を示さなかったと考えられる｡

ホームヘルパーの援助に関して, 松川９) は, ｢ヘルパー

は, 利用者が慣れ親しんできた自分のやり方に対する主

観的な自己評価と折り合いをつけながら, 客観的にも利

用者の生活の質を向上させようとする, 微妙なバランス

が要求される労働であり, 利用者ごとに異なる環境でケ

アを提供するだけでなく, 同じ利用者であっても労働の

内容を利用者の健康状態などに合わせ変化させるという

柔軟性が要求される｡｣ とし, 梅原ら10) は ｢援助関係の

構築に際するヘルパーの試行錯誤の経験は, ヘルパーの

力量を向上させる｣ と述べている｡ つまり, 自立支援の

援助過程において, ヘルパーは利用者の状況をアセスメ

ントし, 計画を変更または立案し, 計画に沿って実施し

た結果を評価することを要求されており, その経験を積

み重ねることがヘルパーの質の向上に繋がると考えられ

る｡ よって, 様々な利用者に対し, 援助過程を実践し経

験値を増やすことが仕事の意欲に繋がっていると考えら

れる｡��������������
本研究は標本数が少なく, 対象も１地域に限定されて

いることから, より精密な結果を得るためには大規模な

調査が必要と思われる｡ また自己評価の質問項目につい

ても, ホームヘルパーの質の向上に有効な対策を検討す

るには不十分な点もあると思われる｡ 本研究の結果に基

づき自己評価の質問項目をより充実させ今後の研究につ

なげていきたい｡

―��―
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１. 仕事の意欲と基本的態度がとれることは関連して

おり, 利用者から頼りにされ, 生活改善策を提案で

き, 適切な言葉遣いが出来ると自己評価したホーム

ヘルパーは仕事の意欲は強い｡

２. コミュニケーション技術を活用できるホームヘル

パーは仕事の意欲が強い｡

３. 利用者の意向を汲み取ることは仕事の意欲と関連

を認めなかった｡��
この研究を行うにあたり, 日々お忙しい中, 本研究に

ご理解いただき調査に協力いただきました5施設の施設

長ならびにホームホームヘルパーの皆様に深く感謝いた

します｡����
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